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機械式駐車装置の構造及び設備並びに安全機能に関する基準を定める告示案に関する 
第２回ＷＧ後の主な修正点 

 
修正前 修正後 修正理由 

第二条 この告示において、次の各号に掲げる用語の

意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

 一～六 （略） 

 

 

 

 

 
第三条 この告示において、機械式駐車装置は、その

主たる構造と機構により、次の方式に分類される。

なお、自動車用エレベーター及びターンテーブルを

除き、通常利用時において、人が乗車した状態では

装置は稼動しないものとする。 

 一 （略） 

 二 令第８条の車路に該当するもの 

  イ 自動車用エレベーター 人が乗車した状態

で、自動車を搬送装置によって駐車階まで運搬

する装置をいう。 

  ロ ターンテーブル 自動車が前進又は後進方

向に入出庫できるようにするため、車路におい

て自動車を搭載して水平面で旋回する装置を

第二条 この告示において、次の各号に掲げる用語の

意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

 一～六 （略） 

 七 ターンテーブル 機械式駐車装置の中で、自動

車が前進又は後進方向に入出庫できるようにす

るため、自動車を搭載して水平面で旋回する装置

をいう。 

 
第三条 この告示において、機械式駐車装置は、その

主たる構造と機構により、次の方式に分類される。

なお、自動車用エレベーターを除き、通常利用時に

おいて、人が乗車した状態では装置は稼動しないも

のとする。 

 一 （略） 

 二 令第８条の車路に該当するもの 自動車用エ

レベーター 運転者が乗車した状態で、自動車を

搬送装置によって駐車階まで運搬する装置をい

う。 

   

 

 

・車路に設置されるターンテーブル（方向転換装置）

については、平成１１年の駐車場法施行令改正に

より車路の特例が認められており（施行令第８条

第３号ロ）、独立した装置方式として大臣認定を

行う意義が失われていることから、大臣認定の対

象外とし、ターンテーブル（方向転換装置）に関

する装置方式の定義規定（告示第３条第２号ロ）

及び車路の特例基準（告示第７条）を削除する。

なお、既に大臣認定基準（昭和４３年通達）から

削除されており、立体駐車場工業会においても認

定を行っていない。 
・一方、機械式駐車装置内に設置されるターンテー

ブル（旋回装置）については、機械式駐車装置の

安全性を認定する際の重要な要素として一体的

に審査する必要があることから、用語の定義（告

示第２条第７号）に追加し、告示第１９条第６項

に定める安全基準を適用する。 
 

資料４ 
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いう。 

 
第七条 車路に関する基準は、装置の方式に応じて、

次の表に定めるとおりとする。 
装置の方式 車路 

前面空地 はり下の高さ 幅員等 

二段・多段方式 （略） 

エレベーター

方式 

平面往復方式 

垂直循環方式 

水平循環方式 

多層循環方式 

（略） （略） （略） 

自動車用エレ

ベーター 

（略） 

ターンテーブ

ル 

自動車を迅速かつ安全に方向転換させるものと認

められる場合には、令第８条第３号ロの規定によら

ないことができる。 

 

 

 

 
第七条 車路に関する基準は、装置の方式に応じて、

次の表に定めるとおりとする。 
装置の方式 車路 

前面空地 はり下の高さ 幅員等 

二段・多段方式 （略） 

エレベーター

方式 

平面往復方式 

垂直循環方式 

水平循環方式 

多層循環方式 

（略） （略） （略） 

自動車用エレ

ベーター 

（略） 

 

 

第三条 この告示において、機械式駐車装置は、その

主たる構造と機構により、次の方式に分類される。

なお、自動車用エレベーター及びターンテーブルを

除き、通常利用時において、人が乗車した状態では

装置は稼動しないものとする。 

第三条 この告示において、機械式駐車装置は、その

主たる構造と機構により、次の方式に分類される。

なお、自動車用エレベーターを除き、通常利用時に

おいて、人が乗車した状態では装置は稼動しないも

のとする。 

自動車用エレベーターにおいては、通常利用時にお

いて、運転者以外は降車することとされているた

め。 
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 一 （略） 

 二 令第８条の車路に該当するもの 

  イ 自動車用エレベーター 人が乗車した状態

で、自動車を搬送装置によって駐車階まで運搬

する装置をいう。 

  ロ （略） 

 一 （略） 

 二 令第８条の車路に該当するもの 自動車用エ

レベーター 運転者が乗車した状態で、自動車を

搬送装置によって駐車階まで運搬する装置をい

う。 

第十九条 装置の構造上主要な部分は、その用途、

規模及び構造の種類に応じて、これに作用する自

重、積載重量並びに地震その他の振動及び衝撃に

対して構造耐力上必要な強度を有すること。 
２～６ （略） 

第十九条 装置の構造上主要な部分は、その用途、

規模及び構造の種類に応じて、これに作用する自

重、積載荷重、風圧並びに地震その他の振動及び

衝撃に対して構造耐力上必要な強度を有するこ

と。 
２～６ （略） 

第２回ＷＧでのご意見を踏まえた修正。 

 
 


